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△三井家和算資料 免許 

 

 三井斧吉は、弘化元年（1844）に 13歳で越後直江津の小林百哺に入門した。 

 小林百哺は、測量学・天文学を得意とし、門弟は 3千人から 5千人いたといわれている。 

 三井家の和算資料の多くは三井斧吉と直江津の大和算家小林百哺との関係を示すもので、

長野県内にこれだけまとまっている百哺関係の資料はなく、未公開の資料である。また、

当市に優秀な和算家がいたことを示す貴重な資料である。 


